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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月13日(2016.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カレビンAを含有することを特徴とする哺乳類血液中の高濃度の循環コレステロール(高
コレステロール血症)を低減させるための経口投与用組成物。
【請求項２】
　カレビンAを含有することを特徴とする哺乳類の高コレステロール血症を治療するため
の経口投与用組成物、治療上有効量のカレビンAを経口投与して、前記哺乳類の血液中の
、(i) 低密度リポタンパク質(LDL)および超低密度リポタンパク質(VLDL)の濃度を低減さ
せ、かつ、(ii) 高密度リポタンパク質(HDL)の濃度を上昇させる、前記組成物。
【請求項３】
　カレビンAを含有することを特徴とする哺乳類の高濃度の血清トリグリセリドを低減さ
せるための経口投与用組成物。
【請求項４】
　カレビンAを含有することを特徴とする哺乳類のアテローム性動脈硬化症の発症の予防
、遅延および/または進行の遅延を支援するための経口投与用組成物であって、治療上有
効量のカレビンAを前記哺乳類に経口投与して、血液中の、(i) 低密度リポタンパク質(LD
L)および超低密度リポタンパク質(VLDL)の濃度低減、かつ(ii) 高密度リポタンパク質(HD
L)の濃度上昇を達成する、前記組成物。
【請求項５】
　カレビンAを含有することを特徴とする哺乳類の高トリグリセリド血症誘発性の脂肪肝
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および/または膵炎の発症の予防、遅延および/または進行の遅延を支援するための経口投
与用組成物であって、治療上有効量のカレビンAを前記哺乳類に経口投与して、血清トリ
グリセリド濃度を低減する、前記組成物。
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